
数学演習第二・中間統一試験【問題用紙】
2023年 11月 29日実施 ・ 試験時間 90分

• 解答用紙の所定欄に結果のみを記すこと.

• 結果は整理された形で答えること (整理が不十分な場合には不正解となることがある).

1 (1) a “ logp1 `
?
2 q のとき, 広義積分

ż 8

a

dx

coshx
の値を求めよ.

2 関数 fpx, yq “ Sin´1 y

x
p|y| ă xq および φptq “ t2 ` 1, ψptq “ 2t について考える.

(2) 偏導関数 fypx, yq を求めよ.

(3) 2次偏導関数 fxypx, yq を求めよ.

(4) 合成関数 gptq “ fpφptq, ψptqq (|t| ă 1) の導関数 g1ptq を求めよ.

3 関数 fpx, yq “
1

?
x´ y

および φpu, vq “ u2 ´ v2, ψpu, vq “ 2uv について考える.

(5) 合成関数 gpu, vq “ fpφpu, vq, ψpu, vqq の pu, vq “ p1,´2q における uに関する偏微
分係数 gup1,´2q を求めよ.

(6) 変換 x “ φpu, vq, y “ ψpu, vq のヤコビアン Bpx, yq

Bpu, vq
を求めよ.

4 関数 fpx, yq “
cospx` 2yq

1 ´ x` y
について考える.

(7) 点 p0, 0, 1q における曲面 z “ fpx, yq の接平面の方程式を z “ ax` by` c (a, b, cは
定数)の形で求めよ.

(8) fpx, yq のマクローリン展開の２次の項, すなわち

fpx, yq “ a00 ` a10x` a01y ` a20x
2 ` a11xy ` a02y

2 ` ¨ ¨ ¨

の枠で囲った部分を具体的に書け.

5 関数 fpx, yq “ x2y ` y3 ` 2xy ` y2 に対する極値問題を考える.

(9) fpx, yqの停留点 (すなわち fxpx, yq “ fypx, yq “ 0 を満たす点)をすべて求めよ.

(10) fpx, yqの極値をすべて求め, 各極値 cに対して「点 pa, bqで極大値 (or 極小値) c を
とる」という形で答えよ.



6 空間内で 3点 Ap´1, 2, 0q, Bp1, 1, 3q, Cp0, 1,´2q の定める平面を αとする. また, 原
点 Oから平面 αに下ろした垂線の足 (すなわち垂線と平面 αとの交点)を Dとする.

(11) 平面 αの方程式を ax` by ` cz “ d の形で求めよ.

(12) 4点 O, A, B, C を頂点とする四面体の体積を求めよ.

(13) 2点 A, Dを通る直線の方程式を求めよ.
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によって生成される

R4 の部分空間 V “
⟨
a1, a2, a3, a4

⟩ について考える.

(14) V “ R4 となるための実数 k の条件を求めよ.

(15) 実数 k が (14) の条件を満たさないとする. このとき, A “
`

a1, a2, a3

˘

が V の
基底ならば a4 の A に関する座標 ra4sA を求め, A が V の基底でないならば
a1, a2, a3 の非自明な１次関係式を求めよ.

8 R3 のベクトル a “
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(16) a, b, c が１次独立ならば「１次独立」と答え, １次従属なら非自明な１次関係式を
求めよ.

(17) W2 の次元を求めよ.

(18) W1 XW2 の基底を求めよ.

9 行列 A “
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fl の行空間を RpAq, 零空間を NpAqとする.

(19) dimRpAq “ 2 となるための実数 k の条件を求めよ.

(20) 実数 kが (19)の条件を満たすとき, NpAqの基底として
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形のものがとれる. 解答欄の空所に適切な数値を記入せよ.


